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旅
立
ち
の
集
い

　
三
月
十
六
日
（
土
）
福
江
教
会
信
徒
会

館
に
て
青
少
年
委
員
会
高
校
生
会
の
「
旅

立
ち
の
集
い
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
日
の
夜
ミ
サ
は
感
謝
の
ミ
サ
と
し

て
執
り
行
わ
れ
、
ミ
サ
終
了
後
、
信
徒
会

館
に
て
、
お
世
話
に
な
っ
た
シ
ス
タ
ー
方

を
は
じ
め
在
校
生
、
保
護
者
た
ち
が
見
守

る
中
、
今
年
高
校
生
会
か
ら
離
れ
て
い
く

五
名
へ
中
村
神
父
様
、
山
内
神
父
、
金
神

父
様
よ
り
旅
立
ち
証
書
と
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
式
の
三
年
生
代
表
の
感
謝
の
言
葉

で
は
、「
わ
た
し
た
ち
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者

は
神
様
の
愛
を
受
け
、
場
所
が
違
っ
て
も

同
じ
心
を
も
っ
て
い
ま
す
」
と
い
う
信
仰

へ
の
思
い
、
ま
た
、
保
護
者
の
感
謝
の
あ

い
さ
つ
で
は
、「
今
ま
で
支
え
て
く
れ
て

い
た
人
た
ち
の
本
当
の
大
き
さ
に
気
づ

き
、
そ
し
て
深
い
感
謝
の
心
を
忘
れ
ず
過

ご
し
て
ほ
し
い
」
と
こ
れ
か
ら
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
す
子
供
た
ち
へ
激
励
を
込
め

た
祈
願
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　
大
半
の
子
供
た
ち
が
五
島
か
ら
離
れ
て

生
活
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
福
江
教

会
で
の
思
い
出
は
き
っ
と
忘
れ
る
こ
と
は

な
い
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
子
供
た
ち
が
ま
す
ま
す
心
豊
か
で

た
く
ま
し
く
成
長
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
皆
様
方
に
温
か
く
見
守
っ
て
い

た
だ
き
、
そ
し
て
お
祈
り
を
捧
げ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。　

  

旅
立
つ
高
校
生
の
信
仰
へ
の

  

思
い
・
将
来
の
夢
・
メ
ッ
セ
ー
ジ

○�

小
学
４
年
か
ら
中
学
３
年
ま
で
侍
者
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
中
で
、

う
れ
し
い
事
、
楽
し
い
事
、
つ
ら
い
事

な
ど
も
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、

こ
の
よ
う
な
事
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

多
く
の
恵
み
を
い
た
だ
き
、
特
に
神
父

様
、
シ
ス
タ
ー
の
皆
さ
ま
に
は
本
当
に

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

�

在
校
生
の
皆
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お

く
り
ま
す
。
何
が
あ
っ
て
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
ず
は
や
っ
て

み
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

○�
福
江
教
会
は
優
し
い
人
が
多
く
、
私
は

途
中
か
ら
福
江
教
会
に
来
ま
し
た
が
、

み
な
さ
ん
は
温
か
く
迎
え
て
く
だ
さ

り
、
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
私
も

優
し
く
思
い
や
り
の
あ
る
大
人
に
な
り

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

�

私
の
将
来
の
夢
は
信
頼
さ
れ
る
看
護
師

に
な
る
こ
と
で
す
。
夢
の
実
現
に
向
け

て
努
力
す
る
こ
と
、
思
い
や
り
を
持
つ

こ
と
を
忘
れ
ず
に
新
し
い
土
地
で
も
頑

張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

○�

中
学
高
校
で
は
勉
強
と
部
活
を
両
立
さ

せ
る
た
め
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
ミ
サ
し
か

行
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
大

学
受
験
前
に
ミ
サ
に
行
き
、
合
格
を
祈

り
、
無
事
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

�

私
の
夢
は
五
島
の
地
域
活
性
化
を
行
う

こ
と
で
す
。
そ
の
夢
を
叶
え
る
た
め
に

も
、
信
仰
を
忘
れ
ず
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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― 2018（平成30）年度カトリック福江小教区評議会決算書 ―
（平成30年４月１日〜平成31年３月31日）

収入額合計 1,153,898
支出額合計 741,816

残 　   額
（翌年度へ繰越金） 412,082

（単位：円）

（単位：円）

項 　 目 決 算 額 予 算 額 比　較 備　　　考
繰 越 金 253,898 253,898 0 前年度からの繰越金
活 動 費 900,000 900,000 0 小教区維持費から
諸 収 入 0 0 0
預 金 利 息 0 2 -2 普通預金
合 計 1,153,898 1,153,900 -2

項　 目 決 算 額 予 算 額 比　較

活 動 費 741,816 1,058,898 -317,082

予 備 費 0 95,002 -95,002
合 計 741,816 1,153,900 -412,084

活動費内訳 支　出　額 繰　越　金
本部 95,719 279,040
生涯養成委員会 16,300 8,290
信仰教育委員会 233,017 17,846
典礼委員会 20,447 0
広報委員会 208,313 11,276
召命委員会 9,456 51,101
青少年委員会 107,362 17,821
福祉委員会 0 26,615
女性部 51,202 93

小　計 741,816 412,082

収入の部

支出の部

●
お
知
ら
せ

信
徒
会
館
の
売
店
に
つ
い
て

　
売
店
は
、
日
曜
日
二
番
ミ
サ
後
の

み
開
店
し
て
い
ま
す
（
10
時
頃
）。

　
そ
の
他
は
、
福
江
教
会
の
シ
ス
タ
ー

が
対
応
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

（
電
話 

０
９
５
９–

７
２–

３
９
５
７
）

お
気
軽
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

　
三
月
二
四
日
（
日
）
山
内
啓
輔
神
父
様

の
送
別
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
山
内
神
父

様
は
福
江
教
会
に
助
任
司
祭
と
し
て
赴
任

し
て
約
一
年
間
、
浜
脇
・
井
持
浦
の
司
牧

も
兼
務
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
、
髙
見
大
司
教
様
の
命
を
受
け
バ

チ
カ
ン
の
福
音
宣
教
省
で
主
に
ア
ジ
ア
諸

国
の
神
父
様
方
と
共
に
約
三
年
間
勉
強
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
福
江
教
会
で
は
子
ど
も
達
か
ら
の
信
頼

も
厚
く
、
い
つ
も
神
父
様
の
周
り
に
は
笑

顔
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
達
が
い
ま
し
た
。

　
送
別
会
で
は
、
子
ど
も
達
や
シ
ス
タ
ー

か
ら
感
謝
の
歌
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し

た
。

　

イ
タ
リ
ア
留
学
で
経
験
を
積
ま
れ
て
、

ま
た
福
江
教
会
に
戻
っ
て
来
て
頂
き
、
私

　

山
内
神
父
様

の
後
任
と
し

て
、
ペ
ト
ロ
下

原
和
希
神
父
様

が
助
任
司
祭
と

し
て
四
月
二
六

日
よ
り
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
下
原
神
父
様
は
、
浦
上
教
会
の
助
任
司

祭
を
経
て
福
江
教
会
に
来
ら
れ
、
主
に
浜

脇
教
会
の
司
牧
に
携
わ
る
事
と
な
り
ま
す

が
、
福
江
教
会
で
も
、
平
日
の
早
朝
ミ
サ

や
修
道
院
の
ミ
サ
、
子
供
た
ち
の
指
導
な

ど
で
い
ろ
い
ろ
と
お
世
話
に
な
る
事
も
多

い
か
と
思
い
ま
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

  
山
内
神
父
様
留
学
へ

  

下
原
神
父
様
着
任

達
信
徒
を
導
い
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
山
内
神
父
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊
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年

月　

日

行　
　
　

事　
　
　

名

担　
　

当

2019 年
４
月
６
日
高
校
生
総
会

青
少
年
委
員
会

４
月
13
日
受
難
の
主
日
用
枝
準
備

本
部

４
月
14
日
新
旧
班
長
会
議

経
済
問
題
評
議
会

４
月
21
日
復
活
祭
た
ま
ご
配
り

女
性
部

４
月
23
日
小
教
区
評
議
会
役
員
会

本
部

４
月
28
日
小
教
区
評
議
会
定
例
会
議

本
部

５
月
１
日
聖
母
月
（
５
／
１
〜
31
）

信
仰
教
育
委
員
会

５
月
５
日
下
原
神
父
様
歓
迎
茶
話
会

小
教
区
評
議
会

５
月
12
日
井
持
浦
ル
ル
ド
祭
（
井
持
浦
小
教
区
）

下
五
島
地
区
評
議
会

５
月
19
日
信
徒
総
会

本
部
・
経
済
問
題
評
議
会

５
月　

 　

「
こ
こ
ろ
２
２
０
号
」
発
行

広
報
委
員
会

６
月
23
日
聖
ペ
ト
ロ
下
原
神
父
様
霊
名
お
祝
い

小
教
区
評
議
会

６
月
28
日
イ
エ
ス
の
み
心
（
祭
日
）

７
月
９
日
小
教
区
評
議
会
役
員
会

本
部

７
月
14
日
小
教
区
評
議
会
定
例
会
議

本
部

７
月 　
　

小
学
生
黙
想
会

信
仰
教
育
委
員
会

８
月
４
日
教
会
内
外
・
墓
地
清
掃

本
部
・
経
済
問
題
評
議
会

８
月
11
日
聖
母
祭
・
夜
市

小
教
区
評
議
会

８
月 　
　

神
学
生
・
志
願
生
激
励
の
集
い

召
命
委
員
会

８
月　

 　

中
学
生
黙
想
会

信
仰
教
育
委
員
会

８
月　

 　

「
こ
こ
ろ
２
２
１
号
」
発
行

広
報
委
員
会

９
月
３
日
小
教
区
評
議
会
役
員
会

本
部

９
月
８
日
小
教
区
評
議
会
定
例
会
議

本
部

９
月
22
日
敬
老
者
祝
賀
ミ
サ
・
祝
賀
会

小
教
区
評
議
会

９
月
22
日
聖
ミ
カ
エ
ル
中
村
神
父
様
霊
名
お
祝
い

小
教
区
評
議
会

10
月
１
日
ロ
ザ
リ
オ
の
月
（
10
／
１
〜
31
）

信
仰
教
育
委
員
会

10
月　

 　

「
こ
こ
ろ
２
２
２
号
」
発
行

広
報
委
員
会

10
月
27
日
牢
屋
の
窄
殉
教
祭
（
浜
脇
小
教
区
）

下
五
島
地
区
評
議
会

11
月
３
日
死
者
の
月
墓
地
ミ
サ
・
清
掃

経
済
問
題
評
議
会

11
月
５
日
小
教
区
評
議
会
役
員
会

本
部

11
月
10
日
小
教
区
評
議
会
定
例
会
議

本
部

11
月
下
旬
教
皇
様
訪
日

本
部

12
月
１
日
ク
リ
ス
マ
ス
馬
小
屋
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
飾
付

小
教
区
評
議
会

12
月　
　

小
学
生
ク
リ
ス
マ
ス
会

信
仰
教
育
委
員
会

12
月　
　

「
こ
こ
ろ
２
２
３
号
」
発
行

広
報
委
員
会

12
月
24
日
ク
リ
ス
マ
ス
募
金

本
部
・
福
祉
委
員
会

12
月
24
日
夜
半
ミ
サ
後
の
ぜ
ん
ざ
い
サ
ー
ビ
ス

青
少
年
委
員
会

12
月
25
日
主
の
降
誕
（
祭
日
）

２
０
１
９
年
度 

カ
ト
リ
ッ
ク
福
江
小
教
区
評
議
会
活
動
計
画

年

月
　
日

行
　
　
　
事
　
　
　
名

担
　
　
当

2020 年
１
月
１
日
神
の
母
聖
マ
リ
ア
（
祭
日
）

１
月
５
日
ク
リ
ス
マ
ス
馬
小
屋
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
撤
去

小
教
区
評
議
会

１
月
７
日
小
教
区
評
議
会
役
員
会

本
部

１
月
12
日
小
教
区
評
議
会
定
例
会
議

本
部

１
月
19
日
下
五
島
地
区
合
同
堅
信
式

下
五
島
地
区
評
議
会

１
月
28
日
教
区
司
祭
団
マ
ラ
ソ
ン
大
会

下
五
島
地
区
評
議
会

２
月　

 　

初
聖
体
式

信
仰
教
育
委
員
会

２
月　

 　

「
こ
こ
ろ
２
２
４
号
」
発
行

広
報
委
員
会

２
月　

 　

高
校
生
黙
想
会

青
少
年
委
員
会

３
月
３
日
小
教
区
評
議
会
役
員
会

本
部

３
月
８
日
小
教
区
評
議
会
定
例
会
議

本
部

３
月
15
日
聖
ヨ
セ
フ
金
神
父
様
霊
名
お
祝
い

小
教
区
評
議
会

３
月　

 　

高
校
生
「
旅
立
ち
の
集
い
」

青
少
年
委
員
会

（
※
各
委
員
会
等
の
開
催
に
つ
い
て
は
、省
略
し
て
い
ま
す
。）

役
　
職

氏
　
　
　
名

備
　
　
　
　
考

会

長

中

村　

満

主
任
司
祭

副
会
長

下
原
和
希

助
任
司
祭

副
会
長

金　

ボ

ム

助
任
司
祭

議

長

入
口
正
雄

主
任
司
祭
の
委
任
を
受
け
た
者

副
議
長

梅
木
広
成

主
任
司
祭
の
委
任
を
受
け
た
者

書

記

柿

山　

聡

主
任
司
祭
の
委
任
を
受
け
た
者

会

計

赤
窄
久
美
子

主
任
司
祭
の
委
任
を
受
け
た
者

評
議
員

田
端
妙
子
経
済
問
題
評
議
員
（
会
計
）・
地
区
委
員
（
松
山
）

評
議
員

平
川
康
子

経
済
問
題
評
議
員
（
番
町
南
）

評
議
員

下
崎
和
樹

経
済
問
題
評
議
員
（
番
町
北
）

評
議
員

宮
本
信
子

経
済
問
題
評
議
員
（
松
山
）

評
議
員

浦　

国

昭

経
済
問
題
評
議
員
（
町
組
）

評
議
員

堤　

良

子

経
済
問
題
評
議
員
（
水
主
）

評
議
員

本
山
孝
雄

地
区
委
員
（
番
町
南
地
区
）

評
議
員

川
尻
昭
子

地
区
委
員
（
番
町
北
地
区
）

評
議
員

濵
端
賢
一

地
区
委
員
（
水
主
町
地
区
）

評
議
員

原
塚
洋
光

地
区
委
員
（
町
組
地
区
）

評
議
員

水
谷
久
美
子

生
涯
養
成
委
員
長

役
　
職

氏
　
　
　
名

備
　
　
　
　
考

評
議
員

田
崎
幸
一

生
涯
養
成
副
委
員
長

評
議
員

濵
口
美
保

信
仰
教
育
委
員
長

評
議
員

小
田
し
の
ぶ

信
仰
教
育
副
委
員
長

評
議
員

岩
下
政
利

典
礼
委
員
長

評
議
員

濱
﨑
直
樹

広
報
委
員
長
・
典
礼
副
委
員
長

評
議
員

山

下　

勇

広
報
副
委
員
長

評
議
員

外
輪
津
代
子

召
命
委
員
長

評
議
員

松
本
昭
子

召
命
副
委
員
長

評
議
員

永
尾
良
美

青
少
年
委
員
長

評
議
員

宮
本
末
広

青
少
年
副
委
員
長

評
議
員

川
尻
昭
子

福
祉
委
員
長

評
議
員

濱
﨑
静
子

福
祉
副
委
員
長

評
議
員

貞
方
純
子

女
性
部
部
長

評
議
員

西
津
亜
紀

女
性
部
副
部
長

評
議
員

Sr.
牧
野
た
か
子

カ
テ
キ
ス
タ
代
表

評
議
員

Sr.
山
下
幸
子

福
江
修
道
院
長

評
議
員

Sr.
小
田
崎
ケ
イ
子

聖
家
族
修
道
院
長

【
カ
ト
リ
ッ
ク
福
江
小
教
区
評
議
会
評
議
員
】
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《
寄
付
・
香
典
返
し
》
御 

礼

○
浜
崎 

ス
イ
子 

様

　
故
ト
マ　
浜
崎 

亀
男 

様

　
右
記
の
方
か
ら
、
寄
付
及
び
香
典
返
し

と
し
て
ご
芳
志
を
賜
り
ま
し
た
。

　
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
故
人

の
永
遠
の
安
息
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

編 

集 

後 

記

金
神
父
様
霊
名
の
お
祝
い

　
今
年
度
初
の
広
報
誌
「
こ
こ
ろ
」
発
行

と
な
り
ま
し
た
。
元
号
も
“
令
和
”
と
な

り
、
新
し
い
時
代
を
迎
え
た
喜
び
を
感
じ

て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま

す
。
元
号
の
様
に
、
戦
争
な
ど
な
い
平
和

な
世
の
中
で
あ
り
続
け
て
欲
し
い
と
願
っ

て
や
み
ま
せ
ん
。

　
五
月
発
行
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
報
に
掲
載

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教

皇
様
の
訪
日
に
向
け
て
教
皇
訪
日
長
崎
実

行
委
員
会
が
発
足
さ
れ
、
中
村
神
父
様
が

そ
の
実
行
委
員
長
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
大

変
な
重
責
を
背
負
わ
れ
、
約
半
年
間
の
間

は
会
議
等
で
福
江
教
会
を
空
け
る
こ
と
も

多
く
、
ご
苦
労
が
絶
え
な
い
で
あ
ろ
う
と

想
像
し
ま
す
。
お
体
を
壊
さ
な
い
よ
う
に

頑
張
っ
て
下
さ
い
。
我
々
信
徒
も
、
た
だ

パ
パ
様
の
訪
日
を
喜
ぶ
だ
け
に
留
ま
ら

ず
、
祈
り
と
奉
仕
で
神
父
様
を
後
押
し
出

来
る
よ
う
に
努
め
て
参
り
ま
し
ょ
う
！

�

（
Ｎ
．
Ｈ
）

　

三
月
十
七

日
（
日
）
二
番

ミ
サ
に
て
、
ヨ

セ
フ 

金
・
ボ
ム

神
父
様
の
霊
名

の
お
祝
い
式
が

行
わ
れ
た
。
信

徒
代
表
よ
り
、

花
束
と
霊
的
花
束
が
贈
ら
れ
、
子
供
代
表

よ
り
お
祝
い
の
言
葉
の
発
表
が
あ
っ
た
。

「
神
様
の
こ
と
を
教
え
て
下
さ
っ
て
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
同
時
に
、「
一

緒
に
遊
ん
で
下
さ
っ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。」
と
の
言
葉
も
あ
り
神
父
様
で

あ
る
と
と
も
に
、
良
き
お
兄
さ
ん
と
し
て

子
供
た
ち
に
接
し
て
い
る
事
が
伺
わ
れ

た
。

　
神
父
様
よ
り「
皆
さ
ん
の
支
え
を
感
じ
、

感
謝
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。
ま

だ
、
日
本
語
が
あ
や
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る

の
で
、
間
違
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば

教
え
て
く
だ
さ
い
。」
と
、
お
礼
の
言
葉

が
あ
っ
た
。

　
国
柄
の
違
い
で
ご
苦
労
も
多
い
か
と
思

い
ま
す
。
文
化
や
習
慣
の
違
い
な
ど
を
説

教
の
話
題
に
入
れ
な
が
ら
流
暢
な
日
本
語

で
話
さ
れ
、
い
つ
も
興
味
深
く
説
教
を
聞

い
て
い
ま
す
。
日
本
人
の
神
父
様
に
は
な

い
様
々
な
経
験
を
踏
ま
え
て
、
こ
れ
か
ら

も
司
牧
に
励
ん
で
下
さ
い
！

　

四
月
十
四
日
（
日
）
二
番
ミ
サ
後
に
、

新
旧
班
長
会
議
が
信
徒
会
館
に
て
行
わ
れ

た
。
初
め
に
、
中
村
神
父
様
よ
り
旧
班
長

へ
ね
ぎ
ら
い
と
感
謝
の
言
葉
が
、
新
班
長

へ
の
励
ま
し
の
言
葉
が
あ
り
、
そ
の
後
に

入
口
議
長
と
各
地
区
の
経
済
問
題
評
議
員

よ
り
、
班
長
の
役
割
と
注
意
点
な
ど
説
明

が
あ
っ
た
。

　

地
区
に
よ
っ
て
は
昨
年
に
続
き
班
長

を
す
る
方
も
お
り
、
高
齢
化
の
影
響
を

年
々
感
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
忙
し
い

仕
事
や
生
活
の
間
に
集
金
や
新
聞
な
ど

の
配
布
は
楽
で
は
な
い
が
、
教
会
奉
仕

の
一
つ
と
し
て
必
ず
や
お
恵
み
と
な
る

だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
議
長
の
話
の
中
に

も
あ
っ
た
が
班
長
の
間
に
一
つ
で
も
教
区

の
活
動
や
行

事
（
墓
地
清

掃
、
聖
母
祭

な
ど
）
に
参

加
し
て
頂
き

た
い
。
一
人

で
参
加
し
に

く
い
方
は
、

親
族
や
友
人

な
ど
を
誘
っ

て
一
緒
に
参

加
し
て
み
る

こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

  
新
旧
班
長
会
議

地
　
区

班

氏
　
名

世
帯
数

番
町
北
１
班

角
野
直
子

16

２
班

竹
山　

優

18

３
班

葛
島
広
枝

13

４
班

宇
田
安
子

13

５
班

野
村
浩
実

17

６
班

門
脇
智
子

14

番
町
南
１
班

越
山
喜
吉

16

２
班

岩
下
大
介

19

３
班

大
窄
雄
一
郎

12

４
班

入
口
宏
美

11

５
班

大
田
秀
隆

13

６
班

川
村
孝
志

13

７
班

大
窄
貞
幸

16

８
班

浦
口　

等

13

町
地
区
１
班

赤
尾
初
司

10

２
班

川
村
秀
美

10

３
班

藤
屋
一
男

12

４
班

浜
辺
重
雄

５

５
班

川
口
光
枝

６

６
班

松
本
和
浩

10

７
班

入
口
秀
章

13

水
主
町
１
班

川
端
美
奈
子

10

２
班

田
端
初
己

11

３
班

赤
尾
輝
幸

７

４
班

森　

春
子

９

５
班

峯　

重
昭

12

松
　
山
１
班

磯
辺
清
子

11

２
班

岩
下
忠
義

12

３
班

中
山
一
人

13

４
班

中
山
孝
子

18

５
班

岩
下
忠
文

10

６
班

木
口
キ
ク
エ

14

７
班

鍋
内
絹
代

19

８
班

濱
崎
正
己

15

地 

区 

外

９

2019 年度 班長名簿


